
　モンゴル国におけるワークショップは、好評のうちに終了し、参加者からの強いご要望により、今後、毎年

開催することになりました。労災病院グループがこれまで蓄積してきたじん肺やアスベスト関連疾患について

の臨床経験が、症例検討を通して、モンゴル国の方々に伝承されたものと考えられます。これまで、標準フィ

ルムについての講習会はありましたが、今回のような症例検討を主としたワークショップはありませんでした。

今後、このようなフェイス・トゥ・フェイスのトレーニングを労災病院グループの方式として定着させてゆき

たいと考えます。

　また、今回のワークショップを通して、モンゴル国の方々が、じん肺やアスベスト関連疾患以外の職業病、

例えば振動障害などについても、協力を求めていることが分かりました。このように、これまで我々が蓄えて

きた職業病についての知見を、モンゴル国をはじめ、アジアの国々に伝承し、アジアの国々の職業病対策に貢

献してゆくことが今後の我々の使命であると考えます。
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